
様式第３

会 議 録

会 議 名 平成３０年度第２回野田市地域福祉計画審議会

議題及び議題毎の

公開又は非公開の別

１ 会長及び副会長の選出について（公開）

２ 地域福祉計画の第３次改訂について(公開)

３ 地域福祉に関する市民意識調査について（公開）

日 時 平成 30 年 12月 3 日（月）午後 2 時 00 分から午後 2 時 41分まで

場 所 保健センター３階大会議室

出 席 者 氏 名

委 員 石井 芳子 石神 勢津子 江原 正子

岡安 誠人 小俣 文宣 須賀田 貞彦

幡野 喜志子 瀬能 千恵子 山中 邦枝

渡辺 隆 渡 好男 金本 秀之

宮本 哲男 鷲尾 勲

事務局 市長 鈴木 有

保健福祉部長 直井 誠

生活支援課長 須田 光浩

生活支援課長補佐 染谷 尚之

生活支援課社会係長 工藤 隆利

生活支援課主任主事 知久 由子

欠 席 委 員 氏 名
吉田 勝照 高梨 綾子 岡田 さおり 荒木 なおみ

内村 浩二郎 小林 恵一 永田 和子 山本 由紀子

傍 聴 者 無し

非 公 開 の 事 由 無し
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事務局

市長

事務局

仮議長（市長）

委員

仮議長（市長）

委員

仮議長（市長）

委員

開会（午後２時）

＜平成３０年度第２回野田市地域福祉計画審議会を開催する。本日

の出席状況の報告、会議の成立宣言、当会議が原則公開であることの

説明、傍聴者はいないことの報告＞

＜審議会の開催に先立ち、市長に挨拶をお願いする。＞

―市長挨拶―

（議題１、会長及び副会長の選出）

＜委員委嘱後の最初の会議のため、自己紹介を依頼、終了後に欠席

委員を紹介し、最後に市職員の紹介を行なう。会長、副会長が不在の

ため議題 1の「会長及び副会長の選出」については、市長が仮議長を

務めることの同意を得る。＞

会長が決まるまでの間、仮議長を務めさせていただきます。会長の

選出につきましては、野田市地域福祉計画審議会設置条例第５条第２

項の規定により、委員の互選によることとなっておりますが、その方

法についてお諮りいたします。

「指名推薦」

ただ今、指名推薦との声がありましたがいかがでしょうか。

「異議無し」との声有り

御異議がありませんので、指名推薦により行ないます。

それでは、どなたか、御推薦をお願いいたします。

会長には、今まで社会福祉協議会の会長にお願いしておりましたの

で、引き続き渡辺隆委員にお願いしたい。
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仮議長（市長）

委員

仮議長（市長）

渡辺会長

事務局

議長（会長）

委員

議長（会長）

委員

会長に渡辺隆委員との御推薦がありました。いかがでしょうか。

「異議無し」との声有り

ただ今、会長には渡辺隆委員ということで、皆様の御同意を得まし

たので、渡辺隆委員、会長をよろしくお願いいたします。

それでは、会長が選出されましたので、議長の職を終わりとさせて

いただきます。御協力ありがとうございました。

―会長就任挨拶―

（市長、次の公務のため退席）

＜これからの議事については、野田市地域福祉計画審議会設置条例

第６条第１項により会長が議長を務めることとなっているため、渡辺

会長に議事進行を依頼＞

それでは、副会長の選出に移らせていただきます。選出につきまし

ては、野田市地域福祉計画審議会設置条例第５条第２項の規定により

委員の互選によることとなっております。

副会長につきましても、今まで、民生委員児童委員協議会の代表の

方にお願いしてきましたので、引き続き山中邦枝委員にお願いした

い。

ただ今、副会長に民生委員児童委員協議会の山中邦枝委員との御発

言がありましたが、いかがでしょうか。

「異議無し」との声有り
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議長（会長）

山中副会長

議長（会長）

生活支援課課長補佐

議長（会長）

委員

異議がないということですので、副会長は山中委員に決定いたしま

す。

―副会長就任挨拶―

次に議題２「地域福祉計画の第３次改訂について」を議題としま

す。

事務局より説明をお願いします。

議題２の資料に基づき説明

＜現計画の計画期間が平成３１年度で終了すること、第３次改訂が平

成３２年から３６年度までの５年間の計画であること、総合計画、及

び福祉分野の個別計画との関係の説明、市民意識調査の調査項目に自

殺対策の項目を盛込むことなどを合わせて説明＞

今後のスケジュールについて、年度内に市民意識調査の配付、回

収。地域のニーズ、課題等の取りまとめを行い、来年７月から９月開

催予定の第２回審議会において調査結果の報告及び地域福祉計画第３

次改訂について諮問したいと考えている。

４月から計画策定の作業に着手し、１０月から１２月に開催予定の

第３回審議会で素案について審議していただき、パブリックコメント

等の手続を実施したいと考えている。その後パブリックコメントの意

見を踏まえ、素案の修正を行い、１月から３月開催予定の第４回審議

会において、答申を頂きたい。

事務局より説明がありましたが、何か御意見がございますか。

質問が無いようですので、本件に関しては原案のとおり実施してよ

ろしいでしょうか。

「異議無し」の声有り
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議長（会長）

生活支援課課長補佐

議長（会長）

委員

それでは本件については原案のとおり実施します。

次に議題３、地域福祉に関する市民意識調査についてを議題といた

します。

事務局から説明をお願いします。

＜議題３の資料に基づき説明＞

調査の目的は地域福祉計画の見直しの基礎資料とするため、市民を

対象に日常の暮らしの課題や地域での福祉活動に関する考えなどを伺

うもの。

また、平成２８年に自殺対策基本法が一部改正され、市町村におい

ても、自殺対策計画を策定することとなった。市としては、地域福祉

計画第３次改訂版に自殺対策について盛り込むこととし、基礎資料と

するため、自殺対策の項目を追加して考えなどを伺う。

アンケートの構成

１ 回答者の属性に関することについて

２ 地域との関わりについて

３ 地域での活動について

４ 日常の暮らしの課題について

５ 自殺に関する考えについて

６ 自殺対策・予防等について

７ 自死遺族支援について

８ 自殺をしたいと考えたことがあるかどうかについて

自由記入欄

―項目ごとに内容の説明―

ただ今、説明がございましたが、何か御質問等はありますか。

今回、自殺の件が新しく付け加えられると市長さんからも話があり

ましたが、野田市の自殺の現状について教えてください。
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生活支援課長

委員

委員

野田市の状況について説明

・日本における自殺対策基本法が平成１８年度に施行

・施行以来自殺者数は徐々に減少してきている

・施行から１０年が経過し、平成２８年に自殺対策基本法の一部改

正が行なわれた

・厚生労働省から、各市町村でも自殺対策へ取り組むよう、要請通

知があった

・計画を単独で策定しても、既存の計画の中に盛り込むことも可能

・野田市では、地域福祉計画の中に盛り込む予定

自殺者の状況について説明

・平成２９年度の実績は、全国での自殺者数１６,４６３人、千葉県

では７７９人、野田市では３０人だった。

・野田市の内訳は、男性２０人女性１０人、例年の推移は、大体、

男性が女性の２倍、平均３０人前後の自殺者数である。

・年齢的には男性の場合６０歳以上の方が４割を超えている状況

であり、仕事を退職した後の自身の病気、家族の介護等から精神

的に病んでいく状況が多いとのプロファイリングとなっている。

また、半数は縊死
い し

によるものと聞いている。

アンケートを拝見し、地域福祉計画に大事な要素が入っているの

で、結果を次期計画にうまく生かしてほしい。

意識調査を行なって、行政に生かすことは大変重要なことだと思う

ので、是非、より良いアンケート調査をしていただきたい。

この手の意識調査は、野田市では過去に行っていたのか。

もし行なっていたとしたら何回目に行なったのか。

また、今回は３,０００人にアンケートを取るとのことだが、前回は

どんな回収状況であったのか。

アンケートにより市民意識が分かったとして、具体的に計画のどの

ような部分に反映されて改訂が進んだのか、参考に教えてほしい。
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生活支援課長

議長（会長）

委員

生活支援課長

委員

生活支援課長

当地域福祉計画審議会における市民意識調査は改訂ごとに行なって

おり、第２次改訂の時にも行なっている。２７年に改訂しているの

で、２６年に実施

アンケート結果は、地域福祉計画の内容に反映させている。

今回の自殺対策に関わるアンケートには、中身を見ていただくと、

かなり重たい質問事項もある。これは、国でアンケート及び計画が策

定され、アンケートの中身も、全て国から示されており、地域の実情

に合った、より近いものを野田市として抽出し作成している。

回収率については、前回の調査では４０％前後で、３,０００人を対

象に実施している。

地域福祉計画は、部局横断的に多くの課が関わっているが、話し合

いを行い、アンケート結果を計画の中に盛り込み、改善していく形で

検討していく。

ほかにございますか。

市民意識調査の中で、５年前の調査の時から、自殺以外の項目でプ

ラスされたものがあれば教えてほしい。

５年前と今回で、市民意識調査の項目そのものの中身に大きな変更

はない。その中身によって不足している部分、重要な部分の校正はあ

るが、大きな項目の修正等はない。

対象者は３,０００人で１５歳以上だが、抽出方法と、今回の３,０

００人について、意識して前回と同じ人に回答してもらうということ

はしないのか。

行政管理課に依頼して、無作為で抽出となる。同じ方に当たる可能

性もあるが、誰に当たるかはまったく分からない。団体等に偏りが無

いように広く市民を抽出する形で選んでいる。
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議長（会長）

事務局

議長（会長）

委員

議長（会長）

ほかに御意見がなければ、市民意識調査について原案のとおり進め

ることとします。

議事につきましては以上ですが、事務局から何かありますか。

＜審議会の開催について、今年度は今回で終了。次回は来年７月頃

開催の旨お知らせ＞

委員の皆様から何かありますか。

次回に向けてのお願い。

決められた時間の中での活発な論議を通じながら、前向きに事を進

めていきたいと考えている。

事務局の方には議案の事前配布について可能な限り行なってほしい。

次回から開催通知後に資料を事前に配付することとし、皆様が検討

する時間が作れるように配慮する。

閉会（２時４１分）






